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平
成
31
年
第
1
回
東
金
市
議
会
定
例
会
は
、2
月
27
日
か
ら
3
月

20
日
ま
で
の
22
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
で
は
、市
長
提
出
の
20
議
案
は
全
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、陳
情
2
件
は
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
代
表
質
問
を
1
会
派
1
名
、関
連
質
問
を
3
名
、個

人
質
問
を
13
名
が
一
問
一
答
方
式
で
行
い
、市
政
全
般
に
つ
い
て
の
議
論

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　 

当  

初  

予  

算

平
成
31
年
度
東
金
市
一
般

会
計
予
算    

　
　
　

 
【
第
１０
号
議
案
】

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
1
8
3
億
9
，

0
0
0
万
円
と
定
め
る

こ
と
に
つ
い
て
、議
会
の

議
決
を
求
め
る
も
の
。

   （
原
案
可
決・賛
成
多
数
）

平
成
31
年
度
東
金
市
国

民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計
予
算

         

【
第
１１
号
議
案
】

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
70
億
7
，0
0
0

万
円
と
定
め
る
こ
と
に

つ
い
て
、議
会
の
議
決

を
求
め
る
も
の
。

  （
原
案
可
決・賛
成
多
数
）

　

平
成
31
年
度
東
金
市
後

期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
予
算 

【
第
１２
号
議
案
】

 

歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
5
億
9
，4
0
0

万
円
と
定
め
る
こ
と
に

つ
い
て
、議
会
の
議
決

を
求
め
る
も
の
。　
　

  （
原
案
可
決・賛
成
多
数
）

平
成
31
年
度
東
金
市
介

護
保
険
事
業
特
別
会
計

予
算    

【
第
１３
号
議
案
】

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
45
億
9
，8
0
0

万
円
と
定
め
る
こ
と
に

つ
い
て
、議
会
の
議
決

を
求
め
る
も
の
。　  

  （
原
案
可
決・賛
成
多
数
）

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

議
案
の
概
要

平
成
31
年
度
一般
会
計
予
算
や

東
金
市
手
数
料
条
例
の一部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
な
ど

20
議
案
を
可
決・同
意

表
決
結
果
一
覧
は

６
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
下
さ
い
。

平成最後の八鶴湖の桜平成最後の八鶴湖の桜
　

平
成
31
年
第
１
回
東
金
市
議
会
臨
時
会
が
４
月
18
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。こ
の

臨
時
会
に
お
い
て
、正
副
議
長
の
改
選
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。新
正
副
議
長
は

次
の
方
々
で
す
。な
お
、臨
時
会
の
詳
細
は
８
月
１
日
発
行
予
定
の
議
会
だ
よ
り

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

東金市議会
議　長
小倉　治夫

東金市議会
副議長
上野　髙志

議　会　だ　よ　り （1）令和元年5月1日 第179号

議会を傍聴しましょう
【傍聴席は60席です】

次の定例会は、6月3日（月）午前10時から開会される予定です。（受付は午前8時30分から）
また、請願・陳情の提出期限は5月27日（月）午後５時までです。
詳しくは議会事務局まで　TEL.0475-50-1181



議　会　だ　よ　り （2）第179号 令和元年5月1日

※お知らせ
公職選挙法では、議員等は「選挙区内にある者に対し、いかなる名義をもってするを問わず、寄附をしてはならない。」とされていることから、東金市議会では、
虚礼廃止を徹底すべく申し合わせています。

千
葉
県
南
市
議
会
議
長
会

                     

議
員
研
修
会

　

１
月
１８
日
に
茂
原
市
民
会
館
で
、山
梨
学
院
大

学
法
学
部
教
授
で
あ
る
、江
藤　

俊
昭
氏
を
講
師

に
迎
え
、「
議
会
改
革
に
つ
い
て
〜
住
民
自
治
の
根

幹
と
し
て
の
議
会
を
作
動
さ
せ
る
〜
」を
テ
ー
マ
に

議
員
研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

議
会
改
革
の
意
義
や
近
年
の
各
自
治
体
の
事
例

等
に
つ
い
て
、各
議
員
は
熱
心
に
受
講
し
ま
し
た
。

  

そ   

の   

他

市
道
路
線
の
廃
止　
　

      
            【

第
３
号
議
案
】

　

市
道
路
線
の
１
路
線

を
廃
止
し
よ
う
と
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、議
会
の

議
決
を
求
め
る
も
の
。

（
原
案
可
決
・
全
員
賛
成
）

 

追  

加  

議  

案

監
査
委
員
の
選
任　
　

　
　

     【
第
１９
号
議
案
】

 

監
査
委
員
で
あ
る
鈴
木

純
夫
氏
が
３
月
３１
日
を
も

っ
て
任
期
満
了
と
な
る
た

め
、同
氏
を
引
き
続
き
監

査
委
員
と
し
て
選
任
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、議
会
の

同
意
を
求
め
る
も
の
。　

  （
原
案
同
意・賛
成
多
数
）

固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
の
委
員
の
選
任　

　
　

 　
【
第
２０
号
議
案
】

　

固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
の
委
員
で
あ
る

　 

改
正
す
る
条
例

東
金
市
職
員
の
勤
務
時

間
、休
暇
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定　
　
　

  

　

        

【
第
１
号
議
案
】

　

本
年
２
月
に
超
過
勤

務
時
間
の
上
限
が
人
事

院
規
則
で
定
め
ら
れ
た

こ
と
な
ど
に
伴
い
、本
市

の
職
員
に
つ
い
て
も
、国

家
公
務
員
と
同
様
に
時

間
外
勤
務
命
令
の
上
限

時
間
を
定
め
る
な
ど
の

所
要
の
措
置
を
講
ず
る

た
め
、「
東
金
市
職
員
の

勤
務
時
間
、休
暇
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
」の
制
定
に
つ

い
て
、議
会
の
議
決
を
求

め
る
も
の
。

（
原
案
可
決・賛
成
多
数
）

東
金
市
手
数
料
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定　

         

【
第
２
号
議
案
】

　

公
図
の
写
し
の
交
付
に

係
る
事
務
を
廃
止
す
る
こ

と
に
伴
い
、東
金
市
手
数

料
条
例
に
関
す
る
所
要
の

改
正
を
行
う
た
め
、「
東
金

市
手
数
料
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
」の
制
定

に
つ
い
て
、議
会
の
議
決

を
求
め
る
も
の
。

   （
原
案
可
決・全
員
賛
成
）

　 

補  

正  

予  

算

平
成
30
年
度
東
金
市
一

般
会
計
補
正
予
算（
第

４
号
）  　
　

    
         

【
第
４
号
議
案
】

　

既
定
の
予
算
額

1
9
2
億
5
2
7
万
6

千
円
か
ら
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
2
億
22
万
円
を

減
額
し
、予
算
の
総
額
を

1
9
0
億
5
0
5
万
6

千
円
と
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、議
会
の
議
決
を
求
め

る
も
の
。

  （
原
案
可
決・賛
成
多
数
）

平
成
30
年
度
東
金
市
国

民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
４

号
）     

【
第
５
号
議
案
】

　

既
定
の
予
算
額
72
億

6
，9
0
0
万
円
に
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
1
億
1
，

2
5
0
万
2
千
円
を
追

加
し
、予
算
の
総
額
を
73

億
8
，1
5
0
万
2
千
円

と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

議
会
の
議
決
を
求
め
る

も
の
。

  （
原
案
可
決・賛
成
多
数
）

平
成
30
年
度
東
金
市
介

護
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
３
号
）　

　
　

    

【
第
６
号
議
案
】

　

既
定
の
予
算
額
45
億

6
，2
8
5
万
円
に
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
6
7
5

万
7
千
円
を
追
加
し
、予

算
の
総
額
を
45
億
6
，

9
6
0
万
7
千
円
と
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、議
会

の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

  （
原
案
可
決・賛
成
多
数
）

平
成
30
年
度
東
金
市
下

水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
２
号
）　
　

　
　

    

【
第
７
号
議
案
】

　

既
定
の
予
算
額
14
億

1
，4
3
0
万
円
か
ら
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
1
，

2
0
0
万
円
を
減
額
し
、

予
算
の
総
額
を
14
億

2
3
0
万
円
と
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、議
会
の
議

決
を
求
め
る
も
の
。

  （
原
案
可
決・賛
成
多
数
）

平
成
30
年
度
東
金
市
農

業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
１

号
）     

【
第
８
号
議
案
】

　

既
定
の
予
算
額
3
億

4
，6
0
0
万
円
か
ら
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

4
2
0
万
円
を
減
額
し
、

予
算
の
総
額
を
3
億
4
，

1
8
0
万
円
と
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、議
会
の
議

決
を
求
め
る
も
の
。

  （
原
案
可
決・賛
成
多
数
）

平
成
30
年
度
東
金
市
病

院
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
１
号
）　
　
　

　

       

【
第
９
号
議
案
】

　

既
定
の
予
算
額
21
億

4
，5
3
9
万
9
千
円
に

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
22

億
8
0
0
万
円
を
追
加

し
、予
算
の
総
額
を
43
億

5
，3
3
9
万
9
千
円
と

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、議

会
の
議
決
を
求
め
る
も

の
。

  （
原
案
可
決・全
員
賛
成
）

小
林
力
氏
が
５
月
３１
日

を
も
っ
て
任
期
満
了
と

な
る
た
め
、同
氏
を
引

き
続
き
当
該
委
員
と
し

て
選
任
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、議
会
の
同
意
を

求
め
る
も
の
。

  （
原
案
同
意・賛
成
多
数
）

  

陳
　
　   

情

「
幼
児
教
育・保
育
の『
無

償
化
』に
係
わ
る
制
度
の

拡
充
、及
び
、国
の
地
方

自
治
体
へ
の
十
分
な
財

政
措
置
を
求
め
る
意
見

書
」の
提
出
を
求
め
る
陳

情　
　

  【
陳
情
第
１１
号
】

　
　
　

         

（
不
採
択
）

「
会
計
年
度
任
用
職
員

制
度
の
施
行
に
伴
う
、国

の
地
方
自
治
体
へ
の
十

分
な
財
政
措
置
を
求
め

る
意
見
書
」の
提
出
を
要

請
す
る
陳
情　
　
　
　

            【
陳
情
第
１２
号
】

　
　
　

         

（
不
採
択
）

平
成
31
年
度
東
金
市
介

護
予
防
支
援
事
業
特
別

会
計
予
算

   　

    
【
第
１４
号
議
案
】

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
1
，4
9
0
万
円

と
定
め
る
こ
と
に
つ
い

て
、議
会
の
議
決
を
求

め
る
も
の
。　　
　

   　

      
  （

原
案
可
決・賛
成
多
数
）

平
成
31
年
度
東
金
市
下

水
道
事
業
特
別
会
計
予

算       

【
第
１５
号
議
案
】

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
12
億
5
，3
0
0

万
円
と
定
め
る
こ
と
に

つ
い
て
、議
会
の
議
決

を
求
め
る
も
の
。　

  （
原
案
可
決・賛
成
多
数
）

平
成
31
年
度
東
金
市
農

業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計
予
算

          

【
第
１６
号
議
案
】

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
3
億
1
，9
0
0

万
円
と
定
め
る
こ
と
に

つ
い
て
、議
会
の
議
決

を
求
め
る
も
の
。

   （
原
案
可
決・賛
成
多
数
）

平
成
31
年
度
東
金
市
病

院
事
業
特
別
会
計
予
算

　
　

    

【
第
１７
号
議
案
】

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
18
億
8
，5
2
8
万

5
千
円
と
定
め
る
こ
と

に
つ
い
て
、議
会
の
議
決

を
求
め
る
も
の
。　　

  
   （

原
案
可
決・賛
成
多
数
）

平
成
31
年
度
東
金
市
ガ

ス
事
業
会
計
予
算　
　

　
　

    

【
第
１8
号
議
案
】

　
業
務
予
定
量
を
年
度
末

供
給
戸
数
1
万
3
，

8
8
2
戸
、年
間
供
給
ガ

ス
量
を
1
，3
5
5
万
8

千
立
方
メ
ー
ト
ル
、収
益

的
収
入
を
12
億
3
，

8
2
2
万
7
千
円
、収
益

的
支
出
を
12
億
3
，

8
0
8
万
9
千
円
、資
本

的
収
入
を
2
，4
3
6
万

円
、資
本
的
支
出
を
1
億

5
，2
0
7
万
円
と
定
め

る
こ
と
に
つ
い
て
、議
会

の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

   （
原
案
可
決・全
員
賛
成
）







議　会　だ　よ　り （5）令和元年5月1日 第179号

※紙面の都合上、一般質問の一部について要旨を掲載しています。詳細については、市役所情報公開コーナーにて「会議録」の閲覧、または、東金市
　ホームページより会議録検索システムでご覧ください。　　（６月上旬発刊・掲載予定）
　会議録検索のホームページアドレス　　http://www.kaigiroku.net/kensaku/togane/togane.html

市
史
編
纂
事
業
及
び

デ
ジ
タ
ル
歴
史
館
事
業
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て

教
育
行
政

教
育
行
政

東
金
市
の
児
童
虐
待
の

現
状
と
対
策
に
つ
い
て

問　

東
金
市
に
お
け
る
児
童

虐
待
の
現
状
と
対
策
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
答　
本
市
で
は
、児
童
虐
待
の
早

期
発
見
及
び
適
切
な
保
護
、ま
た

は
支
援
を
図
る
た
め
、児
童
福
祉

法
に
基
づ
く
東
金
市
要
保
護
児

童
対
策
地
域
協
議
会（
要
対
協
）

を
設
置
し
、虐
待
の
防
止
及
び
児

童
等
に
対
す
る
支
援
を
行
っ
て
い

る
。こ
の
要
対
協
で
ケ
ー
ス
管
理

を
行
っ
て
い
る
世
帯
数
は
、平
成

30
年
4
月
時
点
で
83
世
帯
あ
り
、

こ
れ
ら
の
世
帯
に
属
す
る
0
歳
か

ら
18
歳
未
満
の
児
童
数
は

1
7
1
人
と
な
っ
て
い
る
。

市
と
し
て
は
、児
童
虐
待
に
対
し
、

児
童
の
身
体
・
生
命
の
安
全
を
第

一
と
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
、

要
対
協
に
参
画
す
る
庁
内
関
係

課
及
び
児
童
相
談
所
、警
察
署
、

学
校
、幼
稚
園
、保
育
所
、民
生
児

童
委
員
や
病
院
な
ど
と
連
携
し
、

連
絡
調
整
を
図
り
な
が
ら
重
篤

化
の
防
止
に
努
め
て
い
る
。

　

な
お
、緊
急
性
を
要
す
る
事
案

が
発
生
し
た
場
合
に
は
、警
察
署

や
児
童
相
談
所
と
合
同
で
家
庭

訪
問
す
る
な
ど
、そ
の
都
度
必
要

な
対
応
を
し
て
い
る
。

一
般
行
政

基
本
構
想
策
定
に
つ
い
て

医
療
行
政

東
千
葉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

の
改
善
に
向
け
た

弾
力
的
な
経
営
に
つ
い
て

問　
東
千
葉
Ｍ
Ｃ
の
経
営
改
善

の
取
り
組
み
は
、こ
れ
ま
で
も
行

っ
て
き
て
い
る
が
、経
営
改
善
の

視
点
か
ら
、不
採
算
部
門
の
取
り

扱
い
を
念
頭
に
入
れ
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。平
成
37
年

４
月
の
フ
ル
オ
ー
プ
ン
ま
で
の
間

は
、不
採
算
部
門
を
一
時
休
止
に

す
る
な
ど
、弾
力
的
に
経
営
し
、

体
力
を
つ
け
な
が
ら
、フ
ル
オ
ー

プ
ン
し
て
い
く
よ
う
な
考
え
は

な
い
か
。

　
答　
救
急
医
療
、小
児
医
療
、周

産
期
医
療
と
い
っ
た
採
算
を
と

る
こ
と
が
極
め
て
難
し
い
政
策

医
療
を
提
供
し
な
が
ら
、収
益
の

均
衡
を
図
る
に
は
高
い
水
準
の

目
標
を
達
成
す
る
必
要
が
あ
り
、

経
営
改
善
を
難
し
く
す
る
要
因

の
一
つ
と
認
識
し
て
い
る
。し
か

し
、こ
う
し
た
政
策
医
療
は
こ
の

地
域
に
必
要
な
機
能
で
あ
り
、東

千
葉
Ｍ
Ｃ
の
不
採
算
医
療
へ
の

取
り
組
み
に
対
す
る
評
価
が
今

回
の
千
葉
県
の
追
加
財
政
支
援

に
繋
が
っ
た
こ
と
か
ら
、第
３
期

中
期
計
画
に
お
い
て
東
千
葉
Ｍ

Ｃ
が
担
う
べ
き
機
能
に
位
置
づ

け
て
い
る
。構
造
的
に
赤
字
と
な

る
政
策
医
療
に
つ
い
て
は
、引
き

続
き
県
等
に
恒
常
的
な
支
援
を

求
め
て
い
き
た
い
。

城
西
国
際
大
学
と
の
連
携

に
よ
る
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の

活
性
化
に
つ
い
て

問　
本
市
に
あ
る
城
西
国
際
大

学
は
、多
く
の
学
生
、優
秀
な
指
導

者
を
擁
し
、様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
に
係

る
部
活
動
も
活
発
で
あ
る
。今
後

の
市
の
取
り
組
み
に
お
け
る
同
大

学
と
の
連
携・協
力
は
よ
り
一
層
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、ス
ポ

ー
ツ
を
通
じ
た
大
学
と
の
連
携
の

展
望
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
城
西
国
際
大
学
に
は
、こ
れ

ま
で
も
様
々
な
分
野
で
市
に
対
し

協
力
を
い
た
だ
き
、ス
ポ
ー
ツ
の
分

野
で
は
、毎
年
主
催
す
る
サ
ッ
カ

ー
、剣
道
、柔
道
等
の
大
会
な
ど
、

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
お
い
て

大
き
く
寄
与
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
。ま
た
、来
年
度
に
は
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
が
東
金
ア
リ
ー
ナ
を
起
点

・
終
点
と
す
る
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
を

企
画
し
て
お
り
、市
外
か
ら
も
多

く
の
参
加
者
が
集
う
こ
と
が
想
定

さ
れ
、こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
運
営
や
参

加
と
い
う
面
か
ら
も
、同
大
学
の

協
力
は
必
要
で
あ
り
、今
後
、大
学

と
詳
細
に
つ
い
て
協
議
を
行
う
予

定
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、本
市
に
お
い
て
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
取
り
組
み
を

行
う
上
で
、今
後
も
同
大
学
の
協

力
・
連
携
は
必
要
で
あ
り
、継
続
・

発
展
を
さ
せ
て
い
き
た
い
。

一
般
行
政

消
防
団
員
の

活
動
に
つ
い
て

教
職
員
の
働
き
方
改
革
に

つ
い
て

市
政
に
関
す
る
一
般
質
問

市
政
に
関
す
る
一
般
質
問

２２

相京邦彦
東嶺会公明党

布施満明

インターネットで本会議を見ようインターネットで本会議を見よう
～スマートフォン、タブレット端末でも視聴できます～

傍聴に来られない方も
本会議の映像を
ご覧いただけます。
また、後日「録画」による配信も
行っています。

※東金市役所のホームページアドレスは下記のとおり
http://www.city.togane.chiba.jp/

問　

こ
れ
ま
で
も
一
般
質
問

に
お
い
て
、東
金
市
の
市
史
編

纂
事
業
の
取
り
組
み
と
デ
ジ

タ
ル
歴
史
館
事
業
に
つ
い
て
、

取
り
上
げ
て
き
た
が
、こ
の
事

業
の
進
捗
状
況
は
。

答　
市
史
編
纂
に
つ
い
て
は
、資

料
の
収
集
、整
理
と
研
究
を
継
続

す
る
こ
と
を
基
本
と
し
、歴
史
資

料
の
整
理
や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

な
ど
の
作
業
を
行
っ
た
後
、資
料

編
の
追
加
及
び
通
史
編
の
修
正

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

ま
た
、東
金
デ
ジ
タ
ル
歴
史
館

事
業
は
、公
益
財
団
法
人
図
書

館
振
興
財
団
の
助
成
を
受
け
、平

成
三
十
年
度
か
ら
の
三
ヵ
年
事

業
と
し
て
行
っ
て
い
る
。今
年
度

は
、東
金
市
史
の
総
集
編
と
教

育
委
員
会
が
刊
行
し
た
三
冊
の

古
文
書
の
報
告
書
を
デ
ジ
タ
ル

化
し
た
。こ
れ
に
つ
い
て
は
、今
年

三
月
よ
り
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お

い
て
、東
金
市
デ
ジ
タ
ル
歴
史
館

の
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
て
部
分
的
な
公

開
を
行
っ
て
い
る
。

　

今
後
は
、東
金
市
の
歴
史
文
化

を
示
す
有
形
・
無
形
の
文
化
財
全

般
や
昭
和
時
代
ま
で
の
絵
画
、写

真
な
ど
の
公
開
に
取
り
組
ん
で

い
く
予
定
で
あ
る
。

問　
有
事
の
際
以
外
に
も
、消

防
団
は
年
間
行
事
が
多
い
よ

う
に
見
受
け
ら
れ
る
。団
員
が

意
識
を
持
ち
、手
分
け
し
て
行

事
に
参
加
し
て
い
れ
ば
よ
い

が
、消
防
団
員
か
ら
は
、い
つ

も
同
じ
メ
ン
バ
ー
が
行
事
参

加
し
て
い
る
と
の
声
が
聞
か

れ
る
。年
齢
層
も
子
育
て
世
代

で
あ
る
30
代
、40
代
が
中
心
で

あ
り
、家
庭
を
犠
牲
に
し
な
が

ら
消
防
団
活
動
を
し
て
い
る

方
も
い
る
の
で
は
な
い
か
。今

の
時
代
は
多
様
な
価
値
観
が

あ
ふ
れ
て
お
り
、地
域
活
動
へ

の
希
薄
化
が
顕
著
に
な
っ
て
き

て
い
る
。ま
す
ま
す
消
防
団
の

な
り
手
不
足
が
懸
念
さ
れ
る

が
、今
後
、訓
練
や
行
事
の
在

り
方
、回
数
の
見
直
し
が
あ
る

の
か
伺
う
。

　
答　
今
年
度
か
ら
団
員
数
の
減

少
を
食
い
止
め
、消
防
団
の
活
性

化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

東
金
市
消
防
団
活
性
化
検
討
委

員
会
を
設
置
し
て
お
り
、そ
の
中
で

様
々
な
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。し

か
し
な
が
ら
、訓
練
や
行
事
に
は

意
味
が
あ
り
、回
数
を
重
ね
る
こ

と
で
効
果
が
出
る
も
の
も
あ
る
た

め
、訓
練
の
価
値
や
求
心
力
と
い
っ

た
も
の
も
含
め
て
意
見
集
約
が
出

来
れ
ば
よ
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

次
期
総
合
計
画
に
お
い

て
、公
共
施
設
や
イ
ン
フ
ラ
、他

市
町
と
連
携
し
た
地
域
公
共
交

通
等
の
活
用
や
コ
ス
ト
負
担
の

共
有
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
今
後
、段
階
的
に
基
本

計
画
や
実
施
計
画
を
策
定
し
、

Ｋ
Ｐ
Ｉ（
重
要
業
績
評
価
指
標
）

を
設
定
し
て
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
で
評
価
、修
正
、見
直
し
を
し

て
い
く
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る

が
、ど
の
よ
う
に
市
民
の
意
見

を
反
映
さ
せ
る
の
か
。

答　
次
期
総
合
計
画
は
、人
口

減
少
、少
子
高
齢
化
が
加
速
し
、

縮
小
す
る
社
会
へ
の
対
応
が
求

め
ら
れ
る
中
で
策
定
す
る
こ
と

に
な
る
。周
辺
自
治
体
同
士
が

友
好
的
に
圏
域
全
体
で
広
域
連

携
を
進
め
て
い
く
新
た
な
観
点

で
の
ま
ち
づ
く
り
も
視
野
に
入

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

ま
た
、次
期
総
合
計
画
の
進

捗
状
況
を
計
る
数
値
目
標
と
し

て
、市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を

指
標
と
す
る
も
の
を
取
り
入
れ

て
い
く
。総
合
計
画
審
議
会
委

員
は
市
民
代
表
の
方
に
参
画
い

た
だ
い
て
お
り
、こ
れ
ら
を
通
じ

て
頂
い
た
意
見
や
提
言
、要
望

等
を
適
切
に
反
映
し
て
い
き
た

い
。

問　

教
職
員
の
心
身
を
健
康

に
保
つ
こ
と
が
出
来
る
環
境

を
整
え
る
こ
と
は
、子
ど
も

た
ち
に
必
要
な
教
育
活
動
を

効
率
的
に
行
う
た
め
に
重
要

で
あ
る
と
考
え
る
。そ
こ
で
、

市
内
小
中
学
校
の
教
職
員
が

積
極
的
に
休
暇
を
取
得
で
き

る
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　
ま
た
、東
金
市
に
お
け
る
校

務
支
援
シ
ス
テ
ム
導
入
計
画

の
進
捗
状
況
は
。

　
答　
東
金
市
教
育
委
員
会
で
は
、

教
職
員
の
休
暇
取
得
に
関
し
て
、校

長
会
議
を
通
し
て
計
画
的
・
積
極

的
な
取
得
を
促
し
て
い
る
。ま
た
、

各
学
校
で
は
、管
理
職
が
教
職
員
の

休
暇
取
得
状
況
を
把
握
し
、状
況

に
応
じ
て
取
得
に
つ
い
て
助
言
・
指

導
を
行
っ
て
い
る
。今
年
度
か
ら
、夏

季
休
業
中
の
休
暇
を
取
得
し
や
す

く
す
る
た
め
、８
月
11
日
か
ら
17
日

の
7
日
間
を
学
校
閉
庁
日
と
定
め

た
。

　

ま
た
、校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の

導
入
に
つ
い
て
は
、既
に
導
入
し

て
い
る
近
隣
市
町
の
状
況
を
調

査
し
て
い
る
。今
後
は
、モ
デ
ル

校
の
選
定
も
含
め
、通
知
表
や

指
導
要
録
等
の
様
式
に
関
す
る

こ
と
や
シ
ス
テ
ム
導
入
に
向
け

て
の
詳
細
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

き
た
い
。

蒼政会
伊藤博幸

蒼政会
佐久間治行

蒼政会
中村美恵

ス
ポ
ー
ツ
振
興
行
政

教
育
行
政
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歩
道
利
用
の
安
全
性

に
つ
い
て

問　
県
道・三
越
の
あ
る
交
差

点
か
ら
不
二
家
ま
で
の
歩
道
が

整
備
さ
れ
て
い
る
道
路
に
、街

路
樹
が
植
え
ら
れ
て
い
る
が
、

場
所
に
よ
っ
て
街
路
樹
が
歩
道

を
狭
く
し
、利
用
者
の
安
全
を

脅
か
し
て
い
る
状
況
が
見
受
け

ら
れ
る
。そ
こ
で
、東
金
市
が
樹

木
の
伐
採
な
ど
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
の
か
伺
う
。

答　

街
路
樹
の
設
置
の
目
的

と
し
て
は
、歩
道
と
車
道
の
分

離
、歩
行
者
等
の
飛
び
出
し
の

防
止
、ま
ち
の
景
観
上
の
快
適

性
の
向
上
、日
陰
の
形
成
、自

動
車
の
排
気
ガ
ス
影
響
の
緩

和
な
ど
、沿
道
の
良
好
な
生
活

環
境
の
確
保
、ま
た
市
街
地
の

良
好
な
公
共
空
間
の
形
成
を
す

る
役
割
を
有
し
て
お
り
、本
道

路
に
は
必
要
な
も
の
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、街
路
樹
が

歩
道
を
狭
く
し
、利
用
者
の
安

全
性
を
脅
か
し
て
い
る
状
況
が

見
受
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に

な
る
と
、歩
道
と
し
て
の
機
能
確

保
と
い
う
問
題
も
出
て
く
る
。

適
宜
、現
場
を
確
認
し
た
中
で

歩
行
者
通
行
の
妨
げ
と
な
っ
た

場
合
は
、樹
木
の
剪
定
や
植
樹

ま
す
の
除
草
な
ど
適
切
な
対
応

を
取
っ
て
い
き
た
い
。

３３

福
祉
行
政

生
活
保
護
制
度
の

利
用
状
況
に
つ
い
て

問　

本
市
の
平
成
30
年
度
の

生
活
保
護
受
給
者
は
６
４
３
世

帯
８
４
４
人
で
あ
り
、高
齢
者

世
帯
が
50
％
を
超
え
、う
ち
90

％
が
単
身
世
帯
で
あ
る
。保
護

率
は
14
・
28
パ
ー
ミ
ル
で
1
，

0
0
0
人
中
14・28
人
が
受
給

し
て
い
る
。厚
生
労
働
省
の
昨

年
5
月
の
発
表
で
は
、生
活
保

護
制
度
の
受
給
資
格
が
あ
る
人

の
う
ち
、実
際
に
利
用
し
て
い

る
人
の
割
合
で
あ
る
補
捉
率
が

22・9
％
と
い
う
推
計
結
果
が

示
さ
れ
た
。東
金
市
は
こ
の
補

捉
率
に
対
し
ど
の
よ
う
に
考
え

る
の
か
。

答　

市
内
に
生
活
保
護
基
準

よ
り
低
い
経
済
状
況
で
生
活
し

て
い
る
方
が
い
る
可
能
性
が
あ

る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。し
か

し
、生
活
保
護
の
相
談
を
行
う

中
で
、む
や
み
に
申
請
を
さ
せ

な
い
な
ど
の
行
為
は
一
切
し
て

お
ら
ず
、申
請
を
受
け
付
け
た

上
で
、資
産
の
状
況
、親
族
の
扶

養
の
可
否
、働
い
て
収
入
を
得

る
能
力
の
有
無
な
ど
を
調
査
し

て
生
活
保
護
の
要
否
を
適
切
に

判
断
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、生
活

に
困
窮
し
て
保
護
の
必
要
な
方

に
つ
い
て
は
、生
活
保
護
が
支

給
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

日本共産党
櫻田あや子

蒼政会
坂本賀一

建
設
行
政

　◆平成３１年第１回定例会　表決結果一覧◆

１

２

３

４

５

６

７

８

９

可 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１０ 可 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１１ 可 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１２ 可 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
番号

　※結果欄の意味は次のとおりです。
　　「○」＝賛成　　「×」＝反対
　　「可」＝可決　　「同」＝同意
　　「欠」＝欠席

　※議長（清宮　利男　議員）は議案の表決に加わりません。

結

果

件　　　　　名

相

京

邦

彦

佐

竹

真

知

子

水

口

剛

石

田

明

小

倉

治

夫

宍

倉

敬

文

塚

瀬

一

夫

上

野

髙

志

渡

辺

直

樹

賛

成

伊

藤

博

幸

土

肥

紀

英

坂

本

賀

一

石

﨑

公

一

佐

久

間

治

行

櫻

田

あ

や

子

清

宮

利

男

前

田

京

子

宮

山

博

市道路線の廃止について

東金市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する
条例の制定について

東金市手数料条例の一部を改正する条例の制定について

宮

沢

敬

人

前

嶋

靖

英

布

施

満

明

中

村

美

恵

平成３０年度東金市介護保険事業特別会計補正予算（第３号）に
ついて

平成３０年度東金市下水道事業特別会計補正予算（第２号）につい
て

平成３０年度東金市国民健康保険事業特別会計補正予算（第４
号）について

平成３０年度東金市一般会計補正予算（第４号）について

平成３０年度東金市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１
号）について

平成３０年度東金市病院事業特別会計補正予算（第１号）について

平成３１年度東金市一般会計予算について

平成３１年度東金市国民健康保険事業特別会計予算について

平成３１年度東金市後期高齢者医療特別会計予算について

１３ 可 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１４ 可 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１５ 可 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

１６ 可 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

１７ 可 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○

１８ 可 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１９ 同 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

２０ 同 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○固定資産評価審査委員会の委員の選任について

平成３１年度東金市介護予防支援事業特別会計予算について

監査委員の選任について

平成３１年度東金市ガス事業会計予算について

平成３１年度東金市下水道事業特別会計予算について

平成３１年度東金市農業集落排水事業特別会計予算について

平成３１年度東金市病院事業特別会計予算について

平成３１年度東金市介護保険事業特別会計予算について

議　会　だ　よ　り （６）第179号 令和元年5月1日


